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令和4年（2022年）4月30日（土）　埼玉県議会だよりNo．169令和4年（2022年）4月30日（土）　埼玉県議会だよりNo．169

（
改
革
）（
改
革
）（
改
革
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
収
入
が
減
少
す
る
多
子
世

帯
の
た
め
に
、
そ
の
補ほ

て
ん填

や
貯
金
に
使
え

る
よ
う
、
現
金
給
付
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
現
金
給
付
と
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
給
付
に
要
す
る
事
務
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
り
、
削
減
分
を
給
付
額
に
上
乗

せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
特
に
財
政
力
の
低

い
市
町
村
に
は
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
た

め
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
よ
り
多
く

の
市
町
村
に
当
該
補
助
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
財
政
力
の
低
い
団
体

に
対
し
、
手
厚
い
支
援
と
な
る
よ
う
制
度

設
計
を
行
っ
た
。

令
和
２
年
度
の
普
通
交
付
税
不
交

付
団
体
と
交
付
団
体
で
補
助
率
が

異
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

係
る
助
成
に
お
い
て
、
普
通
交
付
税
の
交

付
状
況
で
差
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

秋
山
　
も
え（
共
産
党
）

八
子
　
朋
弘（
県
民
）

逢
澤
圭
一
郎（
自
民
）

江
原
久
美
子（
県
民
）

並
木
　
正
年（
県
民
）

宮
﨑
　
吾
一（
自
民
）

木
下
　
博
信（
自
民
）

美
田
　
宗
亮（
自
民
）

吉
良
　
英
敏（
自
民
）

安
藤
　
友
貴（
公
明
）

辻
　
　
浩
司（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

山
根
　
史
子（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

井
上
　
　
航（
県
民
）

横
川
　
雅
也（
自
民
）

内
沼
　
博
史（
自
民
）

岡
田
　
静
佳（
自
民
）

細
田
　
善
則（
自
民
）

永
瀬
　
秀
樹（
自
民
）

権
守
　
幸
男（
公
明
）

萩
原
　
一
寿（
公
明
）

水
村
　
篤
弘（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

村
岡
　
正
嗣（
共
産
党
）

鈴
木
　
正
人（
県
民
）

白
土
　
幸
仁（
自
民
）

小
川
真
一
郎（
自
民
）

武
内
　
政
文（
自
民
）

須
賀
　
敬
史（
自
民
）

中
屋
敷
慎
一（
自
民
）

宮
崎
栄
治
郎（
自
民
）

こ
れ
ま
で
基
金
残
高
に
つ
い
て

は
、
７
０
０
億
円
程
度
が
復
元
す

べ
き
数
値
目
標
で
あ
る
と
の
議
論
が
な
さ

れ
て
き
た
。
現
状
に
お
い
て
も
、
こ
の
水

準
に
回
復
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

こ
こ
数
年
の
基
金
の
取
り
崩
し

は
、
お
よ
そ
５
０
０
億
円
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
今
回
、
７
３
０
億
円
を

取
り
崩
し
て
い
る
。
こ
れ
は
令
和
３
年
度

の
税
収
が
好
調
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方
交

付
税
を
も
ら
い
過
ぎ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
制
度
上
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
３
年

間
で
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

精
算
に
単
年
度
で
１
８
５
億
円
程
度
必
要

で
あ
り
、
こ
の
精
算
額
を
差
し
引
く
と
５

０
０
億
円
程
度
の
取
り
崩
し
と
な
る
。
今

後
は
、
財
政
に
余
裕
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
数
値
目
標
と
し
て
き
た
７

０
０
億
円
で
は
な
く
、
こ
こ
数
年
取
り
崩

し
て
き
た
５
０
０
億
円
の
２
年
分
と
な
る

１
０
０
０
億
円
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

国
の
処
遇
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
こ
の
事
業
で

は
近
隣
都
県
と
の
賃
金
格
差
は
解
消
さ
れ

な
い
。
東
京
都
や
千
葉
県
の
よ
う
に
、
保

育
士
の
給
与
水
準
改
善
の
た
め
、
県
単
独

の
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
た
の

か
。 Ｑ

県
単
独
の
処
遇
改
善
の
要
望
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
近
隣

都
県
と
の
賃
金
格
差
が
統
計
上
に
も
表
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
本
質
的

な
問
題
は
、
国
の
定
め
る
公
定
価
格
が
非

常
に
不
合
理
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

解
決
を
国
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

財
源
調
整
の
た
め
の
基
金
の
残
高
に

つ
い
て

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー・シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
※
１
）に
取
り
組
む
市
町
村

へ
の
事
業
化
検
討
補
助
お
よ
び
事
業

推
進
補
助
に
つ
い
て

多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

（
※
２
）に
つ
い
て

保
育
士
の
確
保
と
定
着
に
つ
い
て

多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業
の

目
的
と
し
て
、
経
済
的
支
援
の
ほ

か
に
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
業
界
の
育
成
や
県

全
体
で
多
子
世
帯
を
応
援
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
る
。
現
金

給
付
と
し
た
場
合
は
、
貯
金
や
子
育
て
以

外
の
使
用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
子

育
て
支
援
の
た
め
に
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
で
の
給
付
が
最
善
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
に

対
し
て
実
態
を
示
し
、
児
童
手
当
や
児
童

扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

た
い
。

予算特別委員会は32人の委員で構成され、県の予算案を集中的に審査す
るために設けられました。部局別質疑において事業内容などを詳細に審査し
た後、総括質疑では10人の委員が質疑に立ちました。

各委員の質疑に対し、一問一答の形で知事をはじめ執行部から答弁があり
ました。

令和4年度一般会計当初予算案などについて、部局別質疑が3月9
日、10日、11日、14日、15日の5日間にわたり行われ、17日には
総括質疑が、22日には討論・採決が行われました。審査の結果21
件を原案の通り可決すべきものと決定しました。
なお、一般会計当初予算案については、事業の執行に適切な対応

を求める附帯決議を付すことを賛成多数により決定しました。

●�新型コロナウイルス感染症対策
●県証紙制度の廃止
●幼稚園教諭の処遇改善

次の事業などについては、それぞれ懸念があるため、必要性や執行方法について十分検討
し、適切に対応するよう求めました。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
想
定
し
、
専
門
家
の
知
見
も

取
り
入
れ
て
、
接
触
感
染
や
飛
沫
感
染
等

の
徹
底
し
た
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
今
後
、

収
益
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
民
間
の
劇

場
と
も
競
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
さ
れ

た
、
日
本
一
安
心
・
安
全
な
劇
場
を
目
指

し
て
来
場
者
を
増
や
す
こ
と
が
、
赤
字
体

質
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

令
和
２
年
度
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え

て
基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

令
和
４
年
度
予
算
で
は
、
電
子
申

請
届
出
サ
ー
ビ
ス
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
現
在
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
る
中
で
、
決
済
の
選

択
肢
を
整
え
な
が
ら
、
一
斉
に
証
紙
を
廃

止
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

県
の
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

本
格
運
用
時
期
を
令
和
５
年
度
中
と
し
て

お
り
、
同
時
期
に
証
紙
の
廃
止
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
庁
内
検
討

会
議
を
立
ち
上
げ
て
、
証
紙
の
廃
止
に
伴

う
収
納
方
法
の
在
り
方
や
課
題
解
決
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
証
紙
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

る
。
接
触
感
染
を
減
少
さ
せ
る
仕
様
と
な

っ
て
お
り
、
ホ
ー
ル
内
は
、
換
気
機
能
の

強
化
が
図
ら
れ
る
空
調
シ
ス
テ
ム
に
更
新

す
る
。
改
修
後
は
、
近
藤
良
平
新
芸
術
監

督
の
下
、
芸
術
性
の
高
い
舞
台
作
品
を
快

適
な
ホ
ー
ル
で
鑑
賞
で
き
る
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

観
光
は
国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い
や
消
費
を

生
み
出
す
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
重
要

な
産
業
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
本
県
に

は
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
伝
統
的
な

観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ル
メ
や
ア
ニ
メ

な
ど
、
多
彩
な
魅
力
が
あ
る
。
首
都
圏
の

４
０
０
０
万
人
を
超
え
る
人
口
と
交
通
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
強
み
で

あ
る
。
こ
う
し
た
魅
力
や
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
や
経
済
の
活
性
化
、

県
民
の
満
足
度
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

証
紙
の
廃
止
に
つ
い
て

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
の
大
規

模
改
修
に
つ
い
て

その他の主な質疑

●駅ホームの転落防止対策
●税収確保対策
●スポーツ活動の推進
●森林の循環利用促進
●児童虐待防止対策
●産業団地の整備
●がん対策の推進
●通学路の緊急対策
●県営公園の魅力アップ

部局別質疑から

●医師確保対策の推進
●中小企業への支援
●看護職員確保対策
●新型コロナウイルス感染症対策
●認知症施策の推進
●LGBTQへの支援
●ウクライナからの避難民への支援

●学校における働き方改革
●高齢者講習施設庁舎の建設

総括質疑から

※１　埼玉版スーパー・シティプロジェクト ※２　多子世帯応援クーポン事業
超少子高齢社会のさまざまな課題に対応するため、「コンパクト」「スマート」「レジ

リエント」の3つを要素とする持続可能なまちづくりに市町村とともに取り組むプロジ
ェクト。

多子世帯の育児に係る負担を軽減するため、第3子以降が生まれた世帯に子育て支
援サービスなどに利用できるチケット（3キュー子育てチケット）を配布する事業。

用 語
解 説

Ｑ

補
正
予
算
で
計
上
し
た
繰
越
額
約

78
億
円
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
観

光
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
た
め
の
予
算
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支
援
の
予
算

で
あ
っ
た
。
本
県
に
と
っ
て
観
光
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
。

観
光
振
興
関
連
予
算
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ
予算特別委員会

附帯決議

一般会計予算の概要令和４年度

総
括
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

部
局
別
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
名
簿

（
令
和
４
年
３
月
25
日
現
在
）　

委員長
本木　
（自民）

副委員長
田並　尚明

（民主フォーラム）

副委員長
神尾　髙善
（自民）

Ａ

主
要
施
策
の
構
成

直面する危機からの脱却
●新型コロナウイルス感染症の拡大防止
●�社会全体のDXの推進とウイズコロナ下で
の経済回復・成長

日本一暮らしやすい埼玉に
向けた将来像の実現
●安心・安全の追究
　・災害・危機に強い埼玉の構築
　・県民の暮らしの安心確保
　・介護・医療体制の充実
●誰もが輝く社会
　・子育てに希望が持てる社会の実現
　・未来を創る子供たちの育成
　・人生100年を見据えたシニア活躍の推進
　・誰もが活躍し共に生きる社会の実現
　・支え合い魅力あふれる地域社会の構築
●持続可能な成長
　・未来を見据えた社会基盤の創造
　・豊かな自然と共生する社会の実現
　・稼げる力の向上
　・儲かる農林業の推進

●彩の国さいたま芸術劇場の大規模改修
●観光振興
●多子世帯応援クーポン

●保育士の確保
●コバトン健康マイレージ
●看護職員の確保推進

予算額 2兆2,284億5,900万円

歳入

県税 36.0%

国庫
支出金 15.7%

その他 8.9%

地方
譲与税 5.9%

県債 9.0%

地方
交付税 11.2%

地方消費税
清算金 13.3%

歳出

衛生費 11.2%

公債費 12.7%

民生費 19.1%

教育費 22.1%

土木費 5.5%

総務費 4.1%

商工費 1.8%

農林
水産業費 1.0%

その他 15.8%
198,213,092千円

131,438,000千円

200,128,000千円

249,225,000千円

297,149,000千円 350,505,908千円

801,800,000千円
22,165,820千円

40,515,456千円

91,436,722千円

123,274,851千円

警察費 6.7%
149,588,339千円

351,250,991千円

491,781,175千円

426,397,467千円

282,192,356千円

249,855,823千円


